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コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　
いつになったら終わ
るのかなぁ？
コロナの影響で祭り
などが中止になり、
楽しいことがありま
せん。
少しでもコロナを忘
れて早くみんなで集
まって飲みたいで
す。
　　湯無田郷　
　　　木村 定二さん

町行政よりご支援い
ただきありがとうご
ざいました。これか
ら、町民皆さまに恩
返しできるように前
向きに頑張っていき
たいと思います。

  株式会社　新栄
山脇 慎太郎さん

屋台食中心だった東南アジア
では、コロナの影響で家で食
べる食文化が定着しつつあり
ます。おしゃれな波佐見焼が
SNS を通じて発信され、世界
中で使われ始めています。

　　　　西海陶器株式会社　
小林　善輝さん

子供たちの不安の声も…　子供たちの不安の声も…　

中学３年男子
・休校などで、学習面に遅れがあり、
　受験が心配。オンライン授業があ
　ればと思う。
・部活動や学校行事が思うようにで
　きなかった。コロナが早く落ち着
　けばいいと思う。

中学１年女子
・波佐見でも感染者が出て、
　コロナが身近になって怖
　い。
・学校でマスクをしていな
　い人がいて近づきにくい。



3 議会だより　令和3年2月　第153号 2議会だより　令和3年2月　第153号

　令和２年１１月３０日付で波佐見町議会委員会条例第５条に基づ
き、議会の議決により、 ｢官製談合再発防止等調査特別委員会」を
設置しました。

 ＜特別委員会設置の趣旨＞
　本町では、平成２９年１２月に ｢官製談合防止法違反と公契約関係競売入
札妨害｣ の容疑で町職員と落札業者の社員が逮捕された。その後、町長をは
じめ、執行部において再発防止に取り組んできたものの、令和２年９月１６
日に再び同様の事件が発生した。
　このことを受け、町議会は、町長をはじめとする町職員の官製談合再発防
止への取り組みに改善が見られないことに注視し、三度同様の事件や職員の
不祥事が発生しないことを目的に本特別委員会を設置した。

＜町長はどのような取り組みを行っているのか＞

　副町長を委員長とする｢官製談合防止法違反に係る再発防止検討委員会｣を設置
し、再発防止に取り組んでいる。

  １　委員会の構成員
      　構成員は、副町長と各課の課長及び教育次長、議会事務局長、給食センター
　　長の１６名。
  ２　委員会の目的
      　再発防止に係るルールづくりを行う。
  ３　２部会を設置し、防止策を検討する。
      第１部会　部会長：企画財政課長
　　　　　　　協議内容：入札、契約、随意契約に関すること。
　　第２部会　部会長：総務課長
　　　　　　　協議内容：倫理規程の条例化、コンプライアンス・ガイドライン
　　　　　　　　　　　　の見直しの必要性について検討。

　
　職
員
の
供
述

逮
捕
さ
れ
た

子どもたちの授業に迷惑がかからないように。

当該業者が受注すると、町が潤う。

他の工事なども真摯に対応してもらっていて信頼があった。

自分の事務負担が早く軽くなると思った。

この背景に

何が
あるのか？

官製談合再発防止等 調査特別委員会を設置！
　　　＜特別委員会の取り組み＞

　本特別委員会は、委員長を北村清美議員、副委員長を田添
有喜議員とし、議長を除く１３名の議員で構成した。
　再発防止に対して早急に見直しと改善を求めるため、設置
後４回に渡る委員会を開催し、１月１５日に提言書を町長へ提出した。
　提言書の内容は次のとおりである。
　今後も引き続き、短期及び長期的に提言を行っていく。

委員長
北村清美

再発防止に対する提言 ※大項目抜粋

（１）公務員倫理の啓発、徹底を図ること。
（２）組織体制の見直しと改善を図ること。
（３）風通しの良い職場づくりに努めること。
（４）職員研修のさらなる充実を図ること。
（５）公益通報の処理に関する制度を早急に整備すること。
（６）働きかけ制限について再確認と徹底を図ること。
（７）部外者との接見の見直しを図ること。

臨時会臨時会
令和2

年

第５回
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5 議会だより　令和3年2月　第153号 4議会だより　令和3年2月　第153号

町長及び副町長の減
給案

町長及び副町長の減
給案

　町発注の指名競争入札で設計金額を業者に漏らしたとして 9 月16日に町
職員が逮捕された。12月 4 日の有罪判決を受けて、町は 7 日に町長と副町
長の減給処分を議会の議決なしに、ホームページやマスコミに公表した。
　議会は詳しい経過報告や再発防止策とこれからの対応、対策が何もなされ
ないままの処分の公表は許されないと強く反発した。
　町においては、平成 29年にも官製談合防止法違反により逮捕者を出して
おり、再発防止に取り組んでいたというが、管理監督責任や再発防止への熱
意が感じられないとして、議会は町長、副町長の給与を減ずる条例改正案に
議長を除く議員13人のうち10人が反対し、否決した。また、前教育長に処
分がなかったことにも不満が残った。
　これにより、町は新たな再発防止策をまとめたうえで再び対策案を議会に
諮ることとなった。

三石　 孝  議員

　町長は、波佐見町規模の町では
職員数が一番少ないと発信する。
職員は仕事量が増し、休みも取れ
ず、苦しんでいる。
　これを作ったのが、一瀬長期政
権である。職員は懲戒免職、町長
は減給では納得できない。

城後　 光  議員

　町長、副町長には事件発生後の
対応を踏まえ、次の理由により、
職を辞するべきと考える。コンプ
ライアンス意識の欠如、管理監督
責任者としての意識のなさ、議会
との信頼関係の崩壊。

横山  聖代 議員

　前回の事件後の防止策は功を奏
していない。まずは職場環境の改
善が必要である。今年度中に原因
究明及び対策案を講じ、その後
様々な事を十分考慮したうえで、
自らの処分を決めていただきた
い。

藤川  法男 議員

　町民の代表である議会の議決な
しに新聞等に伝えた。長年の議員
生活で初めてであり、許しがたい。
３年前にも同じような事件があ
り、職員が懲戒免職となっている。
役場組織の改善が見られない。

波佐見町歴史文化交流館（仮称）整備工事
請負契約の変更

波佐見町歴史文化交流館（仮称）整備工事
請負契約の変更

可決

・正面玄関砂壁塗装、特別収蔵庫気密工事、特別展示室ピクチャー及び作業室
　ブラインド、新型コロナ対策　など

今回変更内容

反対討
論

賛成討
論

　当初の契約は、令和元年６月１８日
であるが、変更契約が今回で３回目と
なる。
　変更額の合計は２０２０万円を超え
る。税金を湯水のように使い、変更ば
かり行うことに町民からも批判があ
る。１００万円ぐらいどうにかなるは
ず。

　現在、施設建設が行われているが展示
施設整備はこれからが本格化する。今後、
施設に関係する方の意見を踏まえ、施設
の最適化のためには、請負内容の変更は
いたし方ないと考える。
　ただし、賛成するには条件付であり、
進捗について情報開示をしっかり行って
いただきたい。

城後　光 議員三石　孝 議員

今回で３回目の変更99万5500円を増
額

変更後請負金額は、 2億7391万980
0円に今回で３回目の変更99万5500円を増

額

変更後請負金額は、 2億7391万980
0円に

否決

反対討論
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・波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一
部を改正する条例
・一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例
・令和 2年度一般会計（第 6号）
・令和 2 年度特別会計（介護保険、公共下
水道）
・令和 2年度企業会計（上水道）
・波佐見町公益的法人等への職員の派遣に
関する条例
・波佐見町議会議員及び波佐見町長の選挙
における選挙運動の公費負担に関する条例
・波佐見町町国民健康保険条例の一部を改
正する条例
・波佐見町指定居宅介護支援等の事業の人
員及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一
部を改正する条例
・財産の取得について（町有林並びに収益
分収に関する契約に係る立木
・波佐見町歴史文化交流館（仮称）整備工
事請負契約の変更
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会議の
結　果

可決○○○○○○○○○○○○○

可決○○○○○○○○○○○○○

可決○○○○○○○○○○○○○

否決●○●●○●●●○●●●●

可決○○○○○○○○○○○○○

可決○○○●○●○○○○●○○

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

～なり手不足の打開策となるか～
町議員にも公費負担制度　導入 可決

　町村議会議員のなり手不足は全国的に問題となっていますが、
本町でも昨年の一般選挙は町政始まって以来初の無投票となっ
てしまいました。立候補にあたって選挙費用の負担が大きいこ
とがその要因の一つと指摘されています。
　そこで国は「公職選挙法」を一部改正し、町村長及び町村議
会議員の選挙にも「公費負担制度」を導入することにしました。

対 象 は ？

供託金は？

いつから？

注意点は？　

選挙カー、ビラ、ポスター
　

町長…５０万円
議員…１５万円（新設）

令和２年１２月１２日施行

法定得票数に達しないと公費負担制度の対象となりません。

・金額や枚数に制限あり
・ビラはこれまでの議員選挙では禁止

・立候補者が寄託するお金
・法定得票数に達しない場合は没収

・次回の選挙から

ご 存 じ で す か ？

年賀状等の挨拶状は禁止されています

議  員  年  金  は  あ  り  ま  せ  ん

政務活動費は本町議員にはありません

  公職選挙法は様々な禁止事項を定めています。中でも意外
と知られていないのが、年賀状等の挨拶状に関する禁止規
定です。これには暑中見舞いや喪中欠礼ハガキも含まれま
す。議員は選挙区内の人に挨拶状を出すことはできないの
です。ただし、すべて手書きの答礼のあいさつ状であれば
許されています。

　地方議員の場合、平成２３年度に廃止されています。

　個人で行う政務調査やそれに係る事務費は議員報酬で賄
います。

選挙カーも
公費負担

※看板とスピー
　カーは対象外

一般会計は総額１１２億４２００万円に
今回補正 （第６号） ８億５２００万円を追加 

　今回、第６号目となる一般会計補正予算は、人事院勧告に伴う人件費の改定、
ふるさとづくり応援寄附金の収入見込みなどの補正が計上され、内容について慎
重に審議されました。質疑の一部を掲載します。

補正予算 Q&A補正予算 Q&A
Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

ふるさとづくり応援寄附金の 12月の現状は。
14 日までに 2億 4500万円の寄附があっている。
（参考：令和 2年度累計　11月末時点　30,082 件　7億 8251万 7700円）

アスベストの調査はどの棟が対象か。
役場本館、別館、シルバー人材センターなど合計 37検体。

第 4分団の消防詰所は新築工事したばかりだが追加工事の内容は。
車庫下の油が浸み込まないような舗装をしてほしいと分団から要望があったもの。

児童・生徒に配布されるタブレットの保管や充電方法は。
各クラスに電源保管庫を購入、設置し一斉に充電できるよう併せて電源工事も行う。
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総務文教委員会

委員長

脇坂　正孝

　本委員会は、本町議会に設置してある常任委員会の一つで、
議員７人で構成しています。
　総務課、企画財政課、税務課、住民福祉課（戸籍班の分掌事項）、
会計課、選挙管理委員会、監査委員、教育委員会の所管に関す
る事項などを審査します。
　委員会は、委員が発議する議案、本会議から付託された議案
や請願などを詳細かつ専門的に審査します。したがって、本会
議に比べて、より自由な発言が認められています。
　11 月から新体制でスタートしましたが、すでに条例２件の審
議を終え、本会議に結果を報告しました。

　また、請願１件を審議中です。
　自然災害の多発や新型コロナウイルスの感染拡大防止など、行政は今後ますます複雑多岐
となり、量も増大することが予測されます。このような中で、委員会としては、本会議で手
の届かないところまで行き届いた審議をすることが必要です。
　町民皆様の声をできるだけ生かし、執行部のチェックは勿論、提言を加えて、よりよき町
づくりの一助になるよう、努めていく所存です。

産業厚生委員会

委員長

三石　 孝

　コロナ禍での経済活動推進と感染拡大防止の両立は、これま
で経験したことない出来事で世界を震撼させている。
　しかし、これまで幾多の困難を克服してきた人類は、英知を
絞り、ワクチンや特効薬の開発などで、この危機的状況を乗り
越えていくであろう。
　新たな経済活動では、テレワークにネット・デジタル化が推
進され、今までの方法からの転換が求められている。
　また、生活面はマスク着用にソーシャルディスタンス、イベ
ントの縮小化など、人の移動や接触のないスタイルへと舵を取
らざるを得ない状況である。

　改めて考えてみると、『産業とは』生活をしていくための仕事であり、『厚生とは』人々の
生活を健康で豊かなものにすることである。
　まさしく、コロナ禍での経済活動推進と感染拡大防止対策の両立を担当するのが、当委員
会であることに気付く。
　波佐見町の産業厚生に関する政策が、町民に行き届くものになるよう気を引き締めて臨み
たい。

波佐見町議会
　昨年１１月より新体制になって４カ月ほど経過しました。
　昨年末は、新型コロナウィルス感染症対策に加え、官製談合
事件の対応に追われました。
　官製談合については、新しく官製談合再発防止等調査特別委
員会を設置し、三度このような事件が起こらないよう、行政の
監視・防止策への助言などを行なってまいります。
　また、議会運営では、無投票選挙の検討課題として「議員定数」

の調査研究を始めております。また、ペーパーレス化を目指すためのタブレット導入に向け
た取り組みも併せて進めております。
　心がけていることは、議員同士の自由で活発な議論を行うということです。１４名の議員
が様々な角度から自由な議論を重ねることで、町民の皆さんにとってより良い施策を見出し
てまいります。
　そのためには、皆さんからのご意見を聞くことが大切になってまいります。
　皆さんのご意見をお寄せください。どうぞよろしくお願いいたします。

議会運営委員会

委員長

城後　 光

議 長

百武　辰美

　この度、委員長になりました城後です。
　議会の円滑な運営に尽力してまいります。
　さて、この度の議会運営委員会には、議長より以下 2 項目に
ついて諮問がなされました。
　1点目は、議会タブレット導入を始めとする議会のIT化推進、
2点目は、議員定数・報酬についてのあり方の検討です。
　今回の町議会議員選挙は無投票となりました。町民に議会の
存在価値を認めていただき、議員のなり手を確保するためにも、
他市町の議会改革手法を参考にしながら、最善策について議会
内での議論を深めていきます。
　また、議会が町民の方にとってより身近になるよう、議場環境の整備、傍聴手段の多様化
など、これまで改善が求められていて、実現できなかった課題にも積極的に取り組んでいき
ます。
　加えて、これまでに増して他議会との情報交換頻度を増やし、議論の仕方、広報のやり方、
議会運営のあり方についても、より良い手法を研究していきたいと考えています。
　町民の方にとって、より開かれた議会となるよう改善を続けてまいりますので、ご意見を
よろしくお願いいたします。

新体制　議長・委員長あいさつ新体制　議長・委員長あいさつ
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新体制　議長・委員長あいさつ新体制　議長・委員長あいさつ
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一 般 質 問 12人が登壇12 月
定例会

令和２年１２月定例会では１２人が下記の内容で
一般質問を行いました。
※は掲載項目です。１２月定例会会議録は２月
中旬ごろ町ホームページへ掲載します。
　　　Http://www.town.hasami.lg.jp

ページ 議員名、質問項目 議員名、質問項目

※・官製談合
※・飼い主がいないネコ問題

ページ

16
・
17
ペ
ー
ジ

18
・
19
ペ
ー
ジ

12
・
13
ペ
ー
ジ

14
・
15
ペ
ー
ジ

横山　聖代

※・住民の安全・安心な生活環境保持
※・交通環境の整備・改善

田添　有喜

※・西ノ原土地区画整理事業              
　・災害発生時の緊急避難対策              

岡村　達馬

※・波佐見町歴史文化交流館（仮称）

澤田　昭則

※・河川の環境保全
※・コロナ対策

今井　泰照

※・「波佐見ケーブルテレビ」の整備及び
     加入状況
※・小中学校の「支援員」

岡村 真由美

　・波佐見町の産業振興              
※・公共事業の優先順位と進め方              
※・官製談合              

藤川　法男

※・官製談合事件の発生の経緯と再発
     防止対策              
※・町内の公的インターネット環境整備              

城後　　光

　・定住奨励金制度              
※・今後の消防団のあり方              
※・下水道及び合併浄化槽              

北村　清美

※・官製談合の再発防止と職員の綱紀粛正
※・ジャンボタニシの生育拡大対策
　・新型コロナウイルス感染症の拡大に
     伴う支援策

脇坂　正孝

※・教育行政
※・スポーツ振興

福田　勝也

※・桜づつみ河川公園遊歩道の管理
※・行政の情報等伝達方法
　・今回の官製談合事件

三石　　孝

12月定例会には
のべ４０人の傍聴がありました。

傍　聴　者　の　声傍　聴　者　の　声

・60 代　男性
　議員が使っている資料を傍聴者
　にもよく見えるようにしてほし
　い。

・40 代　男性
　町長は（官製談合事件）責任上
　辞めたほうが良い。

　長期政権のおごりです。

・60 代　男性
　傍聴席にはお茶がな
　いのはなぜか。
答　コロナ対策のため、
　　出していません。

　川の立木は町が伐採
　しないので、県議が
　県に申し出てきれい
　になった。
　　　（甲長野郷地区）

・60 代　男性
　質問者のパネルや資
　料等、傍聴席から見
　えないので、議場に
　映し出せるようにし
　てほしい。

　談合事件について、
　議員自らもどのよう
　に取り組んだのかと
　いう自省を胸に建設
　的な議論を望みたい。

・70 代以上　男性
　質問内容を事前にホ
　ームページで確認す
　ることができた。

　ホームページを見る
　環境がない方の対応
　は。

　登壇日時に変更があ
　る場合、ホームペー
　ジで記載できないか。
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近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
住
民

を
脅
か
す
ほ
ど
の
大
雨
や
台
風

が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
、
一
向
に
河
川

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。

河
川
法
に
は
、
管
理
者

（
県
知
事
）
は
、
整
備

基
本
方
針
や
整
備
計
画
を
定
め

る
時
に
、
市
町
村
長
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
町
長

は
ど
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
を

し
た
の
か県

の
整
備
計
画
に
は
、

｢

治
水
、
利
水
、
環
境｣

の
代
表
者
で
協
議
さ
れ
た
計
画

な
の
で
、
追
加
・
要
望
は
し
て

い
な
い
。
　

河
川
整
備
に
つ
い
て
、

県
に
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
行
っ
た
の
か
。

令
和
元
年
４
月
と
２
年

４
月
に
、
浚
渫※
、
伐

採
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
２

年
度
事
業
と
し
て
、
皿
山
川
の

浚
渫
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
町
の
事
業
と
し
て
、
三
股

川
、
永
尾
川
、
日
見
須
川
の
浚

渫
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

※

浚
渫…

河
川
の
底
面
を
さ

ら
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
去
る

こ
と
。

　
高
齢
化
や
防
災
に
強
い
町
づ

く
り
を
考
え
た
時
、
交
通
環
境

（
県
道
・
町
道
・
農
道
）
を
整
備
・

改
善
す
る
こ
と
は
、
町
民
の
大

き
な
願
い
で
あ
る
。
　
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
ま

た
身
体
に
障
が
い
を
持

た
れ
て
い
る
方
が
生
活
し
や
す

い
歩
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

道
路
用
地
の
確
保
や
事

業
費
に
対
す
る
町
民
の

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ

り
よ
い
道
路
整
備
に
努
め
る
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
着
工
か
ら
23
年
経
つ
が
、

事
業
が
進
ま
ず
、
関
係
者
を
困

ら
せ
て
い
る
。

　

都
市
整
備
手
法
の
中
か

ら
、
な
ぜ
土
地
区
画
整

理
事
業
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

西
ノ
原
地
区
の
活
性
化

の
推
進
、
危
険
な
県
道

の
安
全
対
策
、
地
区
内
の
推
進

被
害
を
同
時
に
解
決
す
る
手
段

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
公

共
事
業
で
あ
り
、
関
係

者
や
町
民
に
完
成
ま
で
の
明
確

な
期
間
と
道
順
を
示
す
べ
き
で

あ
る
が
、
ど
う
か
。

現
段
階
で
は
示
せ
な
い
。

町
は
区
域
内
の
土
地
や

家
屋
に
改
築
・
移
動
な

ど
の
制
限
を
厳
し
く
掛
け
て
い

る
が
、
な
ぜ
か
。

事
業
の
適
正
な
施
工
を

確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

関
係
者
の
協
力
を
強
く

得
な
が
ら
、
な
ぜ
町
は

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

事
業
の
長
期
化
に
よ
り
関
係
者

は
、
生
活
や
人
生
設
計
が
で
き

な
い
で
い
る
。
町
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
。

地
区
関
係
者
が
そ
う
い

う
状
況
に
あ
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
行
く
か
、
関
係
者
と

検
討
・
協
議
し
た
い
。

議員議員議員

30 年度 94％
元年度 90.6％

明確な期間は示せない

引取った猫の殺処分
率は

土地区画整理事業の
期間は

　
猫
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
方

は
、
野
良
猫
が
こ
れ
以
上
増
え

る
と
迷
惑
す
る
。
猫
を
保
護
し

て
い
る
方
は
、
殺
処
分
さ
れ
る

猫
を
増
や
し
た
く
な
い
。

今
後
、
解
決
手
法
を
ど

う
考
え
る
か
。

繁
殖
を
抑
え
る
こ
と
が

有
効
と
考
え
る
。

繁
殖
制
限
を
目
的
と
し

た
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動※

を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

※

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動…
不
妊
去
勢
手

術
後
元
の
場
所
に
戻
し
、
地
域

猫
と
し
て
限
り
あ
る
命
を
全
う

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
苦
情

や
殺
処
分
の
減
少
に
寄
与
す
る

活
動
。

行
政
主
導
で
は
な
く
、

熱
意
あ
る
人
達
の
活
動

に
対
し
て
、行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
12
月
４
日
に
判
決
が
出
さ
れ
、

７
日
に
処
分
が
決
定
さ
れ
た
。

初
公
判
で
本
町
の
組
織

の
体
質
も
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

た
か
。

休
日
出
勤
を
す
る
ほ
ど

多
忙
だ
っ
た
。
工
事
を

事
務
職
が
担
当
す
る
な
ど
、
役

場
の
組
織
体
制
・
職
員
の
職
務

環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

処
分
に
情
状
酌
量
を
求

め
る
た
め
、
３
８
２
５

名
の
署
名
入
り
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
慮

を
し
た
の
か
。

勤
務
の
状
況
に
つ
い
て

は
酌
量
す
べ
き
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
し

て
も
懲
戒
免
職
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
意
見
で
ほ
ぼ
一
致
し

た
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員

町長

横山　聖代 議員岡村　達馬 議員

議員議員

町長

議員議員 町長

町長

町長

稗木場春田橋の状態　

宿の歩道

町長町長

町長

町長

町長

町長

町長町長

県には要望している

町単独で河川整備はできるのに

田添　有喜 議員

町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　人は誰だって

多忙すぎると正常
な判断能力を失う。職場
環境の改善が職員を守り、
ひいては町民サービスに
つながると思う。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　町長の一声で、

河川整備はできる
のに。どうしてやらない
のか。河川法十六条の三に
定めてあるのに。
町民の生命と財産を
守ってほしい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　関係者は、

町の事業に対する
主体性と責任のなさから
振り回され、生活や人生設
計を破壊されている。
こんな公共事業って
ありますか。

進
ま
な
い
土
地
区
画
整
理
事
業

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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、
三
股

川
、
永
尾
川
、
日
見
須
川
の
浚

渫
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

※

浚
渫…

河
川
の
底
面
を
さ

ら
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
去
る

こ
と
。

　
高
齢
化
や
防
災
に
強
い
町
づ

く
り
を
考
え
た
時
、
交
通
環
境

（
県
道
・
町
道
・
農
道
）
を
整
備
・

改
善
す
る
こ
と
は
、
町
民
の
大

き
な
願
い
で
あ
る
。
　
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
ま

た
身
体
に
障
が
い
を
持

た
れ
て
い
る
方
が
生
活
し
や
す

い
歩
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

道
路
用
地
の
確
保
や
事

業
費
に
対
す
る
町
民
の

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ

り
よ
い
道
路
整
備
に
努
め
る
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
着
工
か
ら
23
年
経
つ
が
、

事
業
が
進
ま
ず
、
関
係
者
を
困

ら
せ
て
い
る
。

　

都
市
整
備
手
法
の
中
か

ら
、
な
ぜ
土
地
区
画
整

理
事
業
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

西
ノ
原
地
区
の
活
性
化

の
推
進
、
危
険
な
県
道

の
安
全
対
策
、
地
区
内
の
推
進

被
害
を
同
時
に
解
決
す
る
手
段

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
公

共
事
業
で
あ
り
、
関
係

者
や
町
民
に
完
成
ま
で
の
明
確

な
期
間
と
道
順
を
示
す
べ
き
で

あ
る
が
、
ど
う
か
。

現
段
階
で
は
示
せ
な
い
。

町
は
区
域
内
の
土
地
や

家
屋
に
改
築
・
移
動
な

ど
の
制
限
を
厳
し
く
掛
け
て
い

る
が
、
な
ぜ
か
。

事
業
の
適
正
な
施
工
を

確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

関
係
者
の
協
力
を
強
く

得
な
が
ら
、
な
ぜ
町
は

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

事
業
の
長
期
化
に
よ
り
関
係
者

は
、
生
活
や
人
生
設
計
が
で
き

な
い
で
い
る
。
町
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を
。

地
区
関
係
者
が
そ
う
い

う
状
況
に
あ
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
行
く
か
、
関
係
者
と

検
討
・
協
議
し
た
い
。

議員議員議員

30 年度 94％
元年度 90.6％

明確な期間は示せない

引取った猫の殺処分
率は

土地区画整理事業の
期間は

　
猫
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
方

は
、
野
良
猫
が
こ
れ
以
上
増
え

る
と
迷
惑
す
る
。
猫
を
保
護
し

て
い
る
方
は
、
殺
処
分
さ
れ
る

猫
を
増
や
し
た
く
な
い
。

今
後
、
解
決
手
法
を
ど

う
考
え
る
か
。

繁
殖
を
抑
え
る
こ
と
が

有
効
と
考
え
る
。

繁
殖
制
限
を
目
的
と
し

た
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動※

を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

※

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動…

不
妊
去
勢
手

術
後
元
の
場
所
に
戻
し
、
地
域

猫
と
し
て
限
り
あ
る
命
を
全
う

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
苦
情

や
殺
処
分
の
減
少
に
寄
与
す
る

活
動
。

行
政
主
導
で
は
な
く
、

熱
意
あ
る
人
達
の
活
動

に
対
し
て
、行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
12
月
４
日
に
判
決
が
出
さ
れ
、

７
日
に
処
分
が
決
定
さ
れ
た
。

初
公
判
で
本
町
の
組
織

の
体
質
も
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

た
か
。

休
日
出
勤
を
す
る
ほ
ど

多
忙
だ
っ
た
。
工
事
を

事
務
職
が
担
当
す
る
な
ど
、
役

場
の
組
織
体
制
・
職
員
の
職
務

環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

処
分
に
情
状
酌
量
を
求

め
る
た
め
、
３
８
２
５

名
の
署
名
入
り
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
慮

を
し
た
の
か
。

勤
務
の
状
況
に
つ
い
て

は
酌
量
す
べ
き
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
し

て
も
懲
戒
免
職
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
意
見
で
ほ
ぼ
一
致
し

た
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員

町長

横山　聖代 議員岡村　達馬 議員

議員議員

町長

議員議員 町長

町長

町長

稗木場春田橋の状態　

宿の歩道

町長町長

町長

町長

町長

町長

町長町長

県には要望している

町単独で河川整備はできるのに

田添　有喜 議員

町長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　人は誰だって

多忙すぎると正常
な判断能力を失う。職場
環境の改善が職員を守り、
ひいては町民サービスに
つながると思う。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　町長の一声で、

河川整備はできる
のに。どうしてやらない
のか。河川法十六条の三に
定めてあるのに。
町民の生命と財産を
守ってほしい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　関係者は、

町の事業に対する
主体性と責任のなさから
振り回され、生活や人生設
計を破壊されている。
こんな公共事業って
ありますか。

進
ま
な
い
土
地
区
画
整
理
事
業

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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再
発
防
止
策
が
取
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
官
製
談

合
防
止
法
違
反
に
よ
り
職
員
が

逮
捕
起
訴
さ
れ
た
。
公
判
で
は

携
帯
電
話
の
使
用
、
相
見
積
り

方
法
に
問
題
あ
り
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

事
件
の
発
生
要
因
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
対
策

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

業
務
に
追
わ
れ
、
周
り

が
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
役
場

全
体
の
組
織
を
見
直
し
、
職
場

環
境
を
良
く
し
た
い
。

通
常
業
務
が
立
て
込
ん

で
い
る
こ
と
に
加
え
、

補
正
予
算
な
ど
で
職
員
に
過
度

な
負
担
が
掛
か
っ
て
い
た
こ
と

が
事
件
の
一
因
と
さ
れ
て
い

る
。
配
慮
は
で
き
て
い
た
の
か
。

職
務
環
境
は
、
業
務
量

に
対
し
て
職
員
の
状
況

に
則
し
た
対
応
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。

　
新
年
度
よ
り
小
中
学
校
に
１

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ

れ
る
。
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を

立
ち
上
げ
、
行
政
の
旗
振
り
役

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
本
町
は
他
町
と
比
べ
て

遅
れ
て
い
る
。

行
政
全
般
に
お
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ※

を
さ
ら
に
活
用

す
べ
く
、
専
用
人
材
を
職
員
と

し
て
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ…

情
報
通
信
技
術
。

総
務
省
か
ら
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
討
し
た

い
。

庁
舎
にW

i-Fi

整
備
を

進
め
る
考
え
は
。

庁
舎
ロ
ビ
ー
の
一
部

に
、
試
験
的
に
町
民
向

け
の
無
料W

i-Fi

エ
リ
ア
を
設

け
、
ど
の
よ
う
な
利
用
が
な
さ

れ
る
か
検
証
し
た
い
。

　
人
口
減
少
の
ひ
ず
み
が
各
所

に
見
ら
れ
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

下
水
道
と
浄
化
槽
施
設

整
備
普
及
率
は
。
　

公
共
下
水
道
汚
水
処
理

人
口
の
普
及
率
46
％
、

浄
化
槽
普
及
率
32
％
、
汚
水
処

理
人
口
は
78
％
に
な
っ
て
お

り
、
普
及
率
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

問
題
点
と
今
後
の
課
題

は
。

下
水
道
に
お
い
て
は
、

使
用
料
収
入
向
上
で
施

設
維
持
管
理
を
保
っ
て
い
け
る

が
、
将
来
的
に
は
老
朽
化
す
る

施
設
の
更
新
費
用
の
増
大
が
考

え
ら
れ
る
。
合
併
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
普
及
率
向
上
に
積
極
的

に
促
進
し
て
い
く
方
法
を
検
討

す
る
。

　
消
防
団
に
お
け
る
若
年
層
の

減
少
で
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い

る
。
　

現
状
の
定
数
と
待
遇
は
。

条
例
定
数
３
３
０
名
で

現
在
の
団
員
数
は
３
１

２
名
。
一
般
団
員
の
年
間
報
酬

額
は
、
２
６
０
０
０
円
で
水
火

災
の
出
動
手
当
は
一
回
２
５
０

０
円
。
近
隣
町
と
遜
色
な
い
。

問
題
点
と
将
来
の
方
針

は
。

一
番
の
問
題
点
は
団
員

の
確
保
。
啓
発
な
ど
を

含
め
、
自
治
会
と
協
力
し
て
進

め
て
い
く
。
今
後
の
方
針
は
、

資
機
材
や
詰
所
な
ど
を
計
画
的

に
更
新
・
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

活
動
を
広
報
誌
に
紹
介
し
周
知

を
図
る
。
こ
れ
か
ら
も
団
員
の

環
境
改
善
に
努
め
た
い
。

議員議員議員

玄関周辺で試行的に
行いたい

財源調整し推進する積極的に推進する

庁舎Wi-Fi 整備は 今後の道路整備は下水道と浄化槽の
普及を

城後　光 議員

　
町
道
整
備
な
ど
公
共
工
事
の

優
先
順
位
を
示
せ
。

自
治
会
か
ら
要
望
が
あ

る
町
道
や
通
学
路
な
ど

の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

ど
の
様
に
推
進
す
る
の
か
。
今

後
、
新
庁
舎
建
設
な
ど
多
額
の

予
算
措
置
を
要
す
る
が
。

令
和
２
年
度
に
中
央
小

改
築
分
１
９
０
０
万
円
、

４
年
度
に
総
合
文
化
会
館
建
設

分
６
１
０
０
万
円
の
償
還
が
完

済
す
る
。

　
過
去
最
大
の
大
型
事
業
の
町

債
が
完
済
す
る
こ
と
か
ら
、
財

源
な
ど
調
整
し
町
道
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
。

　
去
年
９
月
に
発
覚
し
た
官
製

談
合
事
件
後
は
、
ど
う
な
っ
た

か
。

事
件
発
覚
の
町
民
へ
の

説
明
と
謝
罪
は
十
分
か
。

10
月
の
広
報
誌
な
ど
で

説
明
と
お
詫
び
を
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
関
係
者

の
処
分
を
周
知
し
た
。
謝
罪
は

十
分
と
思
っ
て
い
な
い
が
、
誠

意
を
尽
く
し
て
職
務
を
遂
行

し
、
信
頼
回
復
に
努
め
今
以
上

に
町
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
謝
罪
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。

９
月
議
会
で
議
員
全
員

が
問
責
決
議
を
可
決
し

た
。
ま
た
町
長
は
県
町
村
会
会

長
・
九
州
町
村
会
副
会
長
を
兼

務
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
官
製
談
合
事
件
と

は
全
く
関
係
が
な
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

町長

町長

藤川　法男 議員北村　清美 議員

議員議員

町長

議員町長

議員町長

町長

GoogleOS搭載タブレット例

町長町長

町長町長

町長

朝の通学風景

町長町長町長

議員議員

出初式での行進の様子

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

つぶ
　やき
つぶ
　やき　官製談合の

町民への説明に
誠意が感じられない。要望
の道路整備は、予算を確保
し早急に進めてほしい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　度重なる

官製談合事件で
役場に対する信頼は地に
落ちてしまった。町の信頼
回復のためにも、議会と
して全力で支えたい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき

　相変わらず
執行部の答弁は歯切れ
が悪い。もう少し真剣に
対策を考えなきゃ。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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再
発
防
止
策
が
取
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
官
製
談

合
防
止
法
違
反
に
よ
り
職
員
が

逮
捕
起
訴
さ
れ
た
。
公
判
で
は

携
帯
電
話
の
使
用
、
相
見
積
り

方
法
に
問
題
あ
り
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

事
件
の
発
生
要
因
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
対
策

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

業
務
に
追
わ
れ
、
周
り

が
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
役
場

全
体
の
組
織
を
見
直
し
、
職
場

環
境
を
良
く
し
た
い
。

通
常
業
務
が
立
て
込
ん

で
い
る
こ
と
に
加
え
、

補
正
予
算
な
ど
で
職
員
に
過
度

な
負
担
が
掛
か
っ
て
い
た
こ
と

が
事
件
の
一
因
と
さ
れ
て
い

る
。
配
慮
は
で
き
て
い
た
の
か
。

職
務
環
境
は
、
業
務
量

に
対
し
て
職
員
の
状
況

に
則
し
た
対
応
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。

　
新
年
度
よ
り
小
中
学
校
に
１

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ

れ
る
。
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を

立
ち
上
げ
、
行
政
の
旗
振
り
役

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
本
町
は
他
町
と
比
べ
て

遅
れ
て
い
る
。

行
政
全
般
に
お
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ※

を
さ
ら
に
活
用

す
べ
く
、
専
用
人
材
を
職
員
と

し
て
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ…

情
報
通
信
技
術
。

総
務
省
か
ら
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
討
し
た

い
。

庁
舎
にW

i-Fi

整
備
を

進
め
る
考
え
は
。

庁
舎
ロ
ビ
ー
の
一
部

に
、
試
験
的
に
町
民
向

け
の
無
料W

i-Fi

エ
リ
ア
を
設

け
、
ど
の
よ
う
な
利
用
が
な
さ

れ
る
か
検
証
し
た
い
。

　
人
口
減
少
の
ひ
ず
み
が
各
所

に
見
ら
れ
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

下
水
道
と
浄
化
槽
施
設

整
備
普
及
率
は
。
　

公
共
下
水
道
汚
水
処
理

人
口
の
普
及
率
46
％
、

浄
化
槽
普
及
率
32
％
、
汚
水
処

理
人
口
は
78
％
に
な
っ
て
お

り
、
普
及
率
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

問
題
点
と
今
後
の
課
題

は
。

下
水
道
に
お
い
て
は
、

使
用
料
収
入
向
上
で
施

設
維
持
管
理
を
保
っ
て
い
け
る

が
、
将
来
的
に
は
老
朽
化
す
る

施
設
の
更
新
費
用
の
増
大
が
考

え
ら
れ
る
。
合
併
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
普
及
率
向
上
に
積
極
的

に
促
進
し
て
い
く
方
法
を
検
討

す
る
。

　
消
防
団
に
お
け
る
若
年
層
の

減
少
で
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い

る
。
　

現
状
の
定
数
と
待
遇
は
。

条
例
定
数
３
３
０
名
で

現
在
の
団
員
数
は
３
１

２
名
。
一
般
団
員
の
年
間
報
酬

額
は
、
２
６
０
０
０
円
で
水
火

災
の
出
動
手
当
は
一
回
２
５
０

０
円
。
近
隣
町
と
遜
色
な
い
。

問
題
点
と
将
来
の
方
針

は
。

一
番
の
問
題
点
は
団
員

の
確
保
。
啓
発
な
ど
を

含
め
、
自
治
会
と
協
力
し
て
進

め
て
い
く
。
今
後
の
方
針
は
、

資
機
材
や
詰
所
な
ど
を
計
画
的

に
更
新
・
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

活
動
を
広
報
誌
に
紹
介
し
周
知

を
図
る
。
こ
れ
か
ら
も
団
員
の

環
境
改
善
に
努
め
た
い
。

議員議員議員

玄関周辺で試行的に
行いたい

財源調整し推進する積極的に推進する

庁舎Wi-Fi 整備は 今後の道路整備は下水道と浄化槽の
普及を

城後　光 議員

　
町
道
整
備
な
ど
公
共
工
事
の

優
先
順
位
を
示
せ
。

自
治
会
か
ら
要
望
が
あ

る
町
道
や
通
学
路
な
ど

の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

ど
の
様
に
推
進
す
る
の
か
。
今

後
、
新
庁
舎
建
設
な
ど
多
額
の

予
算
措
置
を
要
す
る
が
。

令
和
２
年
度
に
中
央
小

改
築
分
１
９
０
０
万
円
、

４
年
度
に
総
合
文
化
会
館
建
設

分
６
１
０
０
万
円
の
償
還
が
完

済
す
る
。

　
過
去
最
大
の
大
型
事
業
の
町

債
が
完
済
す
る
こ
と
か
ら
、
財

源
な
ど
調
整
し
町
道
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
。

　
去
年
９
月
に
発
覚
し
た
官
製

談
合
事
件
後
は
、
ど
う
な
っ
た

か
。

事
件
発
覚
の
町
民
へ
の

説
明
と
謝
罪
は
十
分
か
。

10
月
の
広
報
誌
な
ど
で

説
明
と
お
詫
び
を
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
関
係
者

の
処
分
を
周
知
し
た
。
謝
罪
は

十
分
と
思
っ
て
い
な
い
が
、
誠

意
を
尽
く
し
て
職
務
を
遂
行

し
、
信
頼
回
復
に
努
め
今
以
上

に
町
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
謝
罪
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。

９
月
議
会
で
議
員
全
員

が
問
責
決
議
を
可
決
し

た
。
ま
た
町
長
は
県
町
村
会
会

長
・
九
州
町
村
会
副
会
長
を
兼

務
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
官
製
談
合
事
件
と

は
全
く
関
係
が
な
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

町長

町長

藤川　法男 議員北村　清美 議員

議員議員

町長

議員町長

議員町長

町長

GoogleOS搭載タブレット例

町長町長

町長町長

町長

朝の通学風景

町長町長町長

議員議員

出初式での行進の様子

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

つぶ
　やき
つぶ
　やき　官製談合の

町民への説明に
誠意が感じられない。要望
の道路整備は、予算を確保
し早急に進めてほしい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　度重なる

官製談合事件で
役場に対する信頼は地に
落ちてしまった。町の信頼
回復のためにも、議会と
して全力で支えたい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき

　相変わらず
執行部の答弁は歯切れ
が悪い。もう少し真剣に
対策を考えなきゃ。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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本
町
を
流
れ
る
川
棚
川
の
樹

木
の
伐
採
や
浚
渫
は
、
管
理
者

で
あ
る
県
に
要
望
し
て
い
る
。

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て

は
大
き
く
な
る
前
に
町

で
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
、
環

境
美
化
作
業
員
に
依
頼

し
て
も
い
い
か
と
思
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
者
は
、
全
国
各
地
で
日
々
増

加
す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
し

て
い
る
。こ

れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
財
源
と
使
途
は
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
主

に
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

応
援
基
金
」
を
活
用
し
、
そ
の

他
に
は
国
・
県
の
支
出
金
や
地

方
交
付
税
、
繰
越
金
な
ど
の
一

般
財
源
を
活
用
し
て
い
る
。

　
使
途
に
つ
い
て
は
、
第
１
弾

と
し
て
事
業
者
向
け
の
利
子
補

給
や
20
万
円
の
緊
急
経
営
給
付

金
に
始
ま
り
、
水
道
基
本
料
の

免
除
、
学
校
給
食
費
支
援
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
新
生
児
特

別
定
額
給
付
金
、
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費
な
ど
生

活
支
援
か
ら
経
済
対
策
ま
で
、

多
種
多
様
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

今
後
の
新
た
な
対
策
の

考
え
は
。

必
要
な
事
態
に
な
れ
ば

速
や
か
に
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
町
政
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
が
、

現
在
で
も
視
聴
で
き
な
い
世
帯

が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
鹿
島
の
業
績
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

完
全
整
備
に
向
け
て
対
策
を
取

る
考
え
は
な
い
か
。

行
政
情
報
の
発
信
の
面

で
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
が
、

「
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間

で
」
の
考
え
に
変
わ
り
な
い
。

民
間
任
せ
で
は
整
備
は

進
ま
な
い
。町
政
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
意
味

で
も
、
町
は
情
報
格
差
の
是
正

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

野
々
川
か
ら
も
支
援
の

要
望
が
出
て
い
る
。
過

去
に
補
助
し
た
実
績
が
な
く
公

正
公
平
の
点
で
難
し
い
が
前
向

き
な
形
で
取
り
組
む
。

　
児
童
・
生
徒
に
配
布
さ
れ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
。
そ
の
利
活
用
に

必
要
な
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
の

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
場
の
多
忙
化
が
増

し
、
学
力
低
下
が
心
配

さ
れ
る
。
現
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
要
望
が
出
て
い
る
か
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
は

業
者
に
委
託
す
る
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
安
定
的
な
稼
働
、

障
害
時
の
対
応
、
学
習
支
援
ソ

フ
ト
の
運
用
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
へ
の
支
援
な
ど
、
教
師

が
授
業
に
専
念
で
き
る
環
境
整

備
の
要
望
が
出
て
い
る
。

生
徒
へ
の
個
別
の
対
応

は
不
十
分
で
あ
る
。
波

高
商
業
科
の
先
生
や
生
徒
に
支

援
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

検
討
し
た
い
。

議員議員

議員

議員

議員

必要な対策は
実施したい

町の活性化に寄与
させたい

前向きに取り組んで
いきたい

コロナ対策の新たな支援は 町民に施設の企画と
運営の周知を

波佐見チャンネル、
家でも観たい

今井　泰照 議員

　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

（
仮
称
）
は
、
本
町
の
歴
史
的

価
値
を
高
め
る
施
設
で
あ
る
。

ま
た
情
報
発
信
や
交
流
の
拠
点

と
な
る
。ウ

ェ
イ
ブ
ホ
ー
ル
の
よ

う
に
愛
称
は
付
け
ら
れ

な
い
か
。　公

募
を
予
定
。
　

正
式
な
開
館
日
と
休
館

日
、
入
館
料
は
。

開
館
日
は
、
令
和
３
年

４
月
28
日
で
休
館
日
は
、

平
日
の
火
曜
日
。
入
館
料
は
、

無
料
の
方
向
で
進
め
て
お
り
特

別
展
の
場
合
は
、
有
料
で
検
討
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
（
町
民

先
行
見
学
な
ど
の
）
の

企
画
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

町
民
が
事
前
に
来
館
で

き
る
よ
う
検
討
。

開
館
に
あ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
は
。

職
員
で
は
十
分
対
応
で

き
な
い
の
で
地
域
の

方
々
の
協
力
が
あ
れ
ば
助
か
る
。

施
設
近
隣
周
辺
の
交
通

安
全
対
策
で
交
差
点
電

柱
移
設
や
信
号
機
設
置
な
ど
は
。

ど
ち
ら
も
設
置
は
、
難

し
い
。

施
設
の
案
内
板
や
本
町

の
観
光
案
内
看
板
の
計

画
は
。

案
内
看
板
と
誘
導
看
板

を
検
討
。

講
座
室
や
交
流
室
は
、

事
前
に
予
約
し
て
利
用

で
き
る
か
。

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
計

画
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員議員議員

澤田　昭則 議員岡村 真由美 議員

町長

町長

町長

町長

町長

工事中の歴史文化交流館（仮称）

教育長町長町長

議員

議員

波佐見営業所

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

教育長

教育長

教育長

議員教育長

教育長教育長

教育長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　「ようこそ

　　波佐見町へ！」
おもてなしの心で来られる
方を歓迎したい。
交流・観光の拠点として
も期待できる。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　本町のコロナ

対策は、手厚い支
援ができていると思う。
「ふるさとづくり応援基金」
を活用して経済的に苦し
い方々の支援をして
もらいたい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　完全に整備

されれば加入も増え、
町も町民も更に元気になれ
る。ケーブルテレビには

その力がある。

うち

教育長

教育長

本町の主なコロナ対策予算（抜粋）
項　目 金　額

1億6000万円

1億3682万円

3130万円

2900万円

1315万円

緊急経営給付金

プレミアム商品券事業

上水道会計補助金
産地パワーアップ緊急
支援事業補助金
インフルエンザワクチン
接種費

大きくなる前に樹木の伐採を
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使
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で
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に
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◆
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◇
◆
◆
◇
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い
。町
政
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
意
味

で
も
、
町
は
情
報
格
差
の
是
正

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

野
々
川
か
ら
も
支
援
の

要
望
が
出
て
い
る
。
過

去
に
補
助
し
た
実
績
が
な
く
公

正
公
平
の
点
で
難
し
い
が
前
向

き
な
形
で
取
り
組
む
。

　
児
童
・
生
徒
に
配
布
さ
れ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
。
そ
の
利
活
用
に

必
要
な
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
の

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
場
の
多
忙
化
が
増

し
、
学
力
低
下
が
心
配

さ
れ
る
。
現
場
か
ら
ど
の
よ
う

な
要
望
が
出
て
い
る
か
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
は

業
者
に
委
託
す
る
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
安
定
的
な
稼
働
、

障
害
時
の
対
応
、
学
習
支
援
ソ

フ
ト
の
運
用
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
へ
の
支
援
な
ど
、
教
師

が
授
業
に
専
念
で
き
る
環
境
整

備
の
要
望
が
出
て
い
る
。

生
徒
へ
の
個
別
の
対
応

は
不
十
分
で
あ
る
。
波

高
商
業
科
の
先
生
や
生
徒
に
支

援
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

検
討
し
た
い
。

議員議員

議員

議員

議員

必要な対策は
実施したい

町の活性化に寄与
させたい

前向きに取り組んで
いきたい

コロナ対策の新たな支援は 町民に施設の企画と
運営の周知を

波佐見チャンネル、
家でも観たい

今井　泰照 議員

　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

（
仮
称
）
は
、
本
町
の
歴
史
的

価
値
を
高
め
る
施
設
で
あ
る
。

ま
た
情
報
発
信
や
交
流
の
拠
点

と
な
る
。ウ

ェ
イ
ブ
ホ
ー
ル
の
よ

う
に
愛
称
は
付
け
ら
れ

な
い
か
。　公

募
を
予
定
。
　

正
式
な
開
館
日
と
休
館

日
、
入
館
料
は
。

開
館
日
は
、
令
和
３
年

４
月
28
日
で
休
館
日
は
、

平
日
の
火
曜
日
。
入
館
料
は
、

無
料
の
方
向
で
進
め
て
お
り
特

別
展
の
場
合
は
、
有
料
で
検
討
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
（
町
民

先
行
見
学
な
ど
の
）
の

企
画
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

町
民
が
事
前
に
来
館
で

き
る
よ
う
検
討
。

開
館
に
あ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
は
。

職
員
で
は
十
分
対
応
で

き
な
い
の
で
地
域
の

方
々
の
協
力
が
あ
れ
ば
助
か
る
。

施
設
近
隣
周
辺
の
交
通

安
全
対
策
で
交
差
点
電

柱
移
設
や
信
号
機
設
置
な
ど
は
。

ど
ち
ら
も
設
置
は
、
難

し
い
。

施
設
の
案
内
板
や
本
町

の
観
光
案
内
看
板
の
計

画
は
。

案
内
看
板
と
誘
導
看
板

を
検
討
。

講
座
室
や
交
流
室
は
、

事
前
に
予
約
し
て
利
用

で
き
る
か
。

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
計

画
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員議員議員

澤田　昭則 議員岡村 真由美 議員

町長

町長

町長

町長

町長

工事中の歴史文化交流館（仮称）

教育長町長町長

議員

議員

波佐見営業所

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

教育長

教育長

教育長

議員教育長

教育長教育長

教育長

つぶ
　やき
つぶ
　やき　「ようこそ

　　波佐見町へ！」
おもてなしの心で来られる
方を歓迎したい。
交流・観光の拠点として
も期待できる。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　本町のコロナ

対策は、手厚い支
援ができていると思う。
「ふるさとづくり応援基金」
を活用して経済的に苦し
い方々の支援をして
もらいたい。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　完全に整備

されれば加入も増え、
町も町民も更に元気になれ
る。ケーブルテレビには

その力がある。

うち

教育長

教育長

本町の主なコロナ対策予算（抜粋）
項　目 金　額

1億6000万円

1億3682万円

3130万円

2900万円

1315万円

緊急経営給付金

プレミアム商品券事業

上水道会計補助金
産地パワーアップ緊急
支援事業補助金
インフルエンザワクチン
接種費

大きくなる前に樹木の伐採を
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本
町
の
児
童
、
生
徒
の
学
力

に
つ
い
て
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

県
学
力
調
査
・
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
校

は
全
国
平
均
よ
り
低
位
、
中
学

校
に
お
い
て
も
教
科
に
よ
っ
て

は
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。

学
力
向
上
の
た
め
、
学

力
向
上
支
援
員
を
各
学

校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
活
動
・
支
援
を
行
っ

て
い
る
か
。

本
町
は
、
７
名
の
学
力

向
上
支
援
員
を
配
置
し

て
い
る
。
小
中
学
校
教
員
免
許

以
上
の
保
持
者
で
、
授
業
中
に

担
当
教
諭
の
補
佐
と
し
て
、
学

習
面
で
支
援
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
を
中
心
に
個
別
に
授
業
の

課
題
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
国
は
「
必
ず
し
も
教
員
が

担
う
必
要
の
な
い
業
務
」
と
い

う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

体
育
協
会
な
ど
と
協
働

し
、
外
部
指
導
者
の
協

力
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部

活
動
振
興
会
の
指
導
者

に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
交
え
、
何
ら
か
の
意
見
交
換

の
場
が
検
討
で
き
な
い
か
研
究

し
た
い
。指

導
員
の
育
成
、
確
保

の
た
め
支
援
は
で
き
な

い
か
。

町
と
し
て
必
要
な
と
こ

ろ
に
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
遊
歩
道

は
、
多
く
の
町
民
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
利
用

し
、
町
外
か
ら
も
散
策
に
訪
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
管
理
が
行

き
届
い
て
お
ら
ず
、
利
用
者
に

不
快
感
を
与
え
て
い
る
。
　

つ
つ
じ
の
剪
定
や
伐
採

の
方
法
は
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
剪
定
・
施
肥
・

防
除
を
、
21
の
河
川
愛
護
団
体

に
除
草
・
清
掃
を
委
託
し
て
い

る
。

造
園
業
者
の
話
に
よ
る

と
、
つ
つ
じ
の
剪
定
は
、

花
が
散
っ
た
６
・
７
月
が
適
期

と
聞
く
が
ど
う
か
。

今
後
は
、
適
し
た
時
期

に
剪
定
を
行
っ
て
整
備

す
る
。

　
情
報
の
伝
達
方
法
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
デ
ー
タ
放
送
を
含

む
）
が
あ
る
。
そ
の
普
及
は
、

民
間
の
企
業
努
力
で
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
る
も
の

の
十
分
で
な
い
。

今
後
の
整
備
・
普
及
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

地
理
的
要
因
で
普
及
が

難
し
い
地
域
に
は
、
何

か
支
援
が
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。

野
々
川
郷
は
郷
民
の
総

意
で
、
町
に
支
援
を
要

望
し
て
い
る
。
地
区
の
協
力
で

ダ
ム
が
で
き
、
町
の
上
水
道
で

は
、
今
や
欠
か
せ
な
い
水
源
と

な
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
支
援

す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

ケ
ー
ブ
ル
が
届
い
て
い

な
い
ハ
ー
ド
的
な
部
分

に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
支
援
を

行
う
。

議員議員議員

検討していきたい ３月を目途とする地理的要因の未整備に
支援する

クラブ活動の指導員に支援を 官製談合再発防止策
の公表時期は

ケーブルテレビの
整備は

福田　勝也 議員

　
９
月
議
会
で
「
官
製
談
合
の

再
発
防
止
と
職
員
の
綱
紀
粛
正

を
求
め
る
決
議
」
が
議
決
さ
れ

た
。

不
祥
事
発
生
の
原
因
は
。

３
月
議
会
に
空
調
機
設

置
工
事
の
議
案
提
出
を

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
、
超
え
て
は
な
ら
な
い
一
線

を
超
え
た
と
思
う
。
余
裕
を

持
っ
て
仕
事
に
取
組
め
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
図
り
た
い
。

再
発
防
止
策
の
要
点
と

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

防
止
策
は
、
入
札
制
度

の
見
直
し
、
職
員
倫
理

規
程
の
条
例
化
、
法
令
遵
守
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
、Ｑ
＆

Ａ
の
作
成
な
ど
現
在
協
議
中
で

あ
る
。
時
期
は
３
月
を
目
途
と

し
た
い
。入

札
制
度
の
見
直
し
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
を
再

点
検
す
る
こ
と
で
、
再

発
防
止
策
を
検
討
し
て
い
る
。

危
機
管
理
委
員
会
（
仮

称
）
を
常
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

管
理
協
議
会
を
毎
月
１

回
開
い
て
い
る
。
特
別

の
組
織
は
考
え
て
い
な
い
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
生
育
拡
大

が
見
ら
れ
る
。

町
内
の
生
息
状
況
及
び

被
害
状
況
は
。

南
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の

圃
場
周
辺
に
見
ら
れ
る

他
、
仏
坂
た
め
池
（
小
樽
郷
）

で
も
確
認
が
あ
る
。

　
被
害
は
、
田
植
直
後
の
苗
が

食
害
に
遭
い
、
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

農
業
者
な
ど
へ
の
啓
発

は
。

農
業
者
と
の
座
談
会
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
被
害
防
止
の
啓
発
を
行
う
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員議員

脇坂　正孝 議員三石　  孝 議員

議員

町長

議員

議員

町長 町長

町長

町長 町長

町長町長

町長議員町長

ジャンボタニシ

町長教育長町長

議員

議員

緑はサービスエリア

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

つぶ
　やき
つぶ
　やき　ケーブルテレ

ビは、既存のテレビ
を使い、データ放送もある。
町民が好きな時に主動的に
情報を入手できる。まさ
しく『新様式』である。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　学力、体力

の向上には、目標
を掲げ、それに向かって
努力することが大切だ。
これから本町を担っていく
子供たち頑張れー！

つぶ
　やき
つぶ
　やき

再発防止には、議会、
行政の全力投球が必要。

教育長

教育長

教育長

波佐見中学校部活動の活躍

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
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中
学
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も
教
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に
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は
全
国
を
下
回
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い
る
。
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向
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の
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、
学
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上
支
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各
学
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に
配
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い
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が
、
ど

の
よ
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な
活
動
・
支
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を
行
っ

て
い
る
か
。

本
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は
、
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名
の
学
力

向
上
支
援
員
を
配
置
し

て
い
る
。
小
中
学
校
教
員
免
許

以
上
の
保
持
者
で
、
授
業
中
に

担
当
教
諭
の
補
佐
と
し
て
、
学

習
面
で
支
援
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
を
中
心
に
個
別
に
授
業
の

課
題
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
国
は
「
必
ず
し
も
教
員
が

担
う
必
要
の
な
い
業
務
」
と
い

う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

体
育
協
会
な
ど
と
協
働

し
、
外
部
指
導
者
の
協

力
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部

活
動
振
興
会
の
指
導
者

に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
交
え
、
何
ら
か
の
意
見
交
換

の
場
が
検
討
で
き
な
い
か
研
究

し
た
い
。指

導
員
の
育
成
、
確
保

の
た
め
支
援
は
で
き
な

い
か
。

町
と
し
て
必
要
な
と
こ

ろ
に
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
遊
歩
道

は
、
多
く
の
町
民
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
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用

し
、
町
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か
ら
も
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る
。
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し
、
管
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が
行

き
届
い
て
お
ら
ず
、
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者
に
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快
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る
。
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の
剪
定
や
伐
採
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方
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は
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人
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に
剪
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・
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・

防
除
を
、
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の
河
川
愛
護
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体

に
除
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・
清
掃
を
委
託
し
て
い

る
。

造
園
業
者
の
話
に
よ
る

と
、
つ
つ
じ
の
剪
定
は
、

花
が
散
っ
た
６
・
７
月
が
適
期

と
聞
く
が
ど
う
か
。

今
後
は
、
適
し
た
時
期

に
剪
定
を
行
っ
て
整
備

す
る
。

　
情
報
の
伝
達
方
法
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
デ
ー
タ
放
送
を
含

む
）
が
あ
る
。
そ
の
普
及
は
、

民
間
の
企
業
努
力
で
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
る
も
の

の
十
分
で
な
い
。

今
後
の
整
備
・
普
及
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

地
理
的
要
因
で
普
及
が

難
し
い
地
域
に
は
、
何

か
支
援
が
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。

野
々
川
郷
は
郷
民
の
総

意
で
、
町
に
支
援
を
要

望
し
て
い
る
。
地
区
の
協
力
で

ダ
ム
が
で
き
、
町
の
上
水
道
で

は
、
今
や
欠
か
せ
な
い
水
源
と

な
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
支
援

す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

ケ
ー
ブ
ル
が
届
い
て
い

な
い
ハ
ー
ド
的
な
部
分

に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
支
援
を

行
う
。

議員議員議員

検討していきたい ３月を目途とする地理的要因の未整備に
支援する

クラブ活動の指導員に支援を 官製談合再発防止策
の公表時期は

ケーブルテレビの
整備は

福田　勝也 議員

　
９
月
議
会
で
「
官
製
談
合
の

再
発
防
止
と
職
員
の
綱
紀
粛
正

を
求
め
る
決
議
」
が
議
決
さ
れ

た
。

不
祥
事
発
生
の
原
因
は
。

３
月
議
会
に
空
調
機
設

置
工
事
の
議
案
提
出
を

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
、
超
え
て
は
な
ら
な
い
一
線

を
超
え
た
と
思
う
。
余
裕
を

持
っ
て
仕
事
に
取
組
め
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
図
り
た
い
。

再
発
防
止
策
の
要
点
と

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

防
止
策
は
、
入
札
制
度

の
見
直
し
、
職
員
倫
理

規
程
の
条
例
化
、
法
令
遵
守
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
、Ｑ
＆

Ａ
の
作
成
な
ど
現
在
協
議
中
で

あ
る
。
時
期
は
３
月
を
目
途
と

し
た
い
。入

札
制
度
の
見
直
し
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
を
再

点
検
す
る
こ
と
で
、
再

発
防
止
策
を
検
討
し
て
い
る
。

危
機
管
理
委
員
会
（
仮

称
）
を
常
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

管
理
協
議
会
を
毎
月
１

回
開
い
て
い
る
。
特
別

の
組
織
は
考
え
て
い
な
い
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
生
育
拡
大

が
見
ら
れ
る
。

町
内
の
生
息
状
況
及
び

被
害
状
況
は
。

南
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の

圃
場
周
辺
に
見
ら
れ
る

他
、
仏
坂
た
め
池
（
小
樽
郷
）

で
も
確
認
が
あ
る
。

　
被
害
は
、
田
植
直
後
の
苗
が

食
害
に
遭
い
、
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

農
業
者
な
ど
へ
の
啓
発

は
。

農
業
者
と
の
座
談
会
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
被
害
防
止
の
啓
発
を
行
う
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員議員

脇坂　正孝 議員三石　  孝 議員

議員

町長

議員

議員

町長 町長

町長

町長 町長

町長町長

町長議員町長

ジャンボタニシ

町長教育長町長

議員

議員

緑はサービスエリア

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

つぶ
　やき
つぶ
　やき　ケーブルテレ

ビは、既存のテレビ
を使い、データ放送もある。
町民が好きな時に主動的に
情報を入手できる。まさ
しく『新様式』である。

つぶ
　やき
つぶ
　やき　学力、体力

の向上には、目標
を掲げ、それに向かって
努力することが大切だ。
これから本町を担っていく
子供たち頑張れー！

つぶ
　やき
つぶ
　やき

再発防止には、議会、
行政の全力投球が必要。

教育長

教育長

教育長

波佐見中学校部活動の活躍

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇



空
想
の
世
界
を
形
に
し
た
い

No.153 令和３年２月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
松田 ゆずは
まつだ

今月の
はさみの人 さん官製談合！ 再び！

ここに注
目！

再発防止策…  生かされず！
波佐見高校 美術・工芸科２年

議
会
だ
よ
り
●
令
和
３
年
２
月
12
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

編
集
後
記

　
12
月
は
、
新
た
に
、
官
製
談
合
再

発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
を
発
足

さ
せ
た
、
目
ま
ぐ
る
し
い
一
ヶ
月
で

し
た
。

　
今
号
よ
り
、
新
人
議
員
４
名
を
含

む
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
編
集
に
あ
た
り
、
一
番
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
の
目
線
に

沿
っ
た
、読
ま
れ
る
『
議
会
だ
よ
り
』

づ
く
り
で
す
。
４
年
間
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
北
村
　
清
美
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

福
　
田
　
勝
　
也

岡
　
村
　
達
　
馬

田
　
添
　
有
　
喜

岡
　
村
　
真
由
美

澤
　
田
　
昭
　
則

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　

コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　コロナ禍での皆さんの思い　
いつになったら終わ
るのかなぁ？
コロナの影響で祭り
などが中止になり、
楽しいことがありま
せん。
少しでもコロナを忘
れて早くみんなで集
まって飲みたいで
す。
　　湯無田郷　
　　　木村 定二さん

町行政よりご支援い
ただきありがとうご
ざいました。これか
ら、町民皆さまに恩
返しできるように前
向きに頑張っていき
たいと思います。

  株式会社　新栄
山脇 慎太郎さん

屋台食中心だった東南アジア
では、コロナの影響で家で食
べる食文化が定着しつつあり
ます。おしゃれな波佐見焼が
SNS を通じて発信され、世界
中で使われ始めています。

　　　　西海陶器株式会社　
小林　善輝さん

子供たちの不安の声も…　子供たちの不安の声も…　

中学３年男子
・休校などで、学習面に遅れがあり、
　受験が心配。オンライン授業があ
　ればと思う。
・部活動や学校行事が思うようにで
　きなかった。コロナが早く落ち着
　けばいいと思う。

中学１年女子
・波佐見でも感染者が出て、
　コロナが身近になって怖
　い。
・学校でマスクをしていな
　い人がいて近づきにくい。


